	建築物の設計者に関する調書

	
	
	
	建築主氏名

	
	
	
	

	　①設計者
	【ｲ.氏名】
	　

	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	【ﾊ.建築士事務所名】
	　

	
	
	（　　）建築士事務所（　　　　）知事　登録第　　　　　　　号

	
	【ﾆ.所在地】
	　

	
	【ﾎ.業務の依頼元】
	建築主・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	（担当者）
	【ｲ.氏名】
	　

	
	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	
	

	 ②構造設計を行った者
	【ｲ.氏名】
	　

	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	【ﾊ.建築士事務所名】
	　

	
	　
	（　　）建築士事務所（　　　　）知事　登録第　　　　　　　号

	
	【ﾆ.所在地】
	　

	
	【ﾎ.業務の依頼元】
	建築主・①設計者・その他（              　　　　　　　　　）

	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	（担当者）
	【ｲ.氏名】
	　

	
	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	
	

	 ③設備設計を行った者
	【ｲ.氏名】
	　

	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	【ﾊ.建築士事務所名】
	　

	
	　
	（　　）建築士事務所（　　　　）知事　登録第　　　　　　　号

	
	【ﾆ.所在地】
	　

	
	【ﾎ.業務の依頼元】
	建築主・①設計者・その他（              　　　　　　　　　）

	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	【ﾄ.備考】
	　


	
	（担当者）
	【ｲ.氏名】
	　

	
	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	
	

	 ④その他の設計を行った者
	【ｲ.氏名】
	　

	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	【ﾊ.建築士事務所名】
	　

	
	　
	（　　）建築士事務所（　　　　）知事　登録第　　　　　　　号

	
	【ﾆ.所在地】
	　

	
	【ﾎ.業務の依頼元】
	建築主・①設計者・その他（              　　　　　　　　　）

	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	（担当者）
	【ｲ.氏名】
	　

	
	
	【ﾛ.資格】
	（　　）級建築士　　　（　　）登録第　　　　　　　号

	
	
	【ﾍ.担当業務】
	　

	
	
	【ﾄ.備考】
	　

	
	※　本調書の記入にあたっては、別紙の記入上の注意を参照してください。


【記入上の注意】

１．この調書は、建築主、設計者、工事監理者、施工者、確認審査機関など、この建築物に関わる全ての者が、設計行為を行った者全てを把握するとともに、各設計者にその責任を認識していただく目的で作成するものです。

２．[① 設計者]欄には、この建築物の設計を総括する設計者を記入してください。（原則として、確認申請書における設計者と同一となります。）なお、この[① 設計者]は、以下の②～④の者が行っている全ての設計行為に対して責任を負っています。

３．[② 構造設計を行った者]欄には、構造設計図及び構造計算書を作成した者を記入してください。また、[② 構造設計を行った者]の指導監督の下にその一部の作成を担当した者がある場合は，（担当者）欄に記入してください。

４．[③ 設備設計を行った者]欄には、建築設備に係る図書を作成した者を記入してください。
　　担当者欄については上記と同様。

５．[④ その他の設計を行った者]欄には、上記②～④以外に設計を行った者がいる場合に記入してください。担当者欄については上記と同様。
　　　なお、申請業務のみを代理する者はこの欄に記入してください。（確認申請書における代理者と同一となります。）

６．[ﾛ.資格]は、建築士資格を持っている場合に、登録番号を記入してください。

７．[ﾊ.建築士事務所名]は、当該設計者が建築士事務所に所属している場合に、事務所名及び登録番号を記入してください。

８．[ﾆ.所在地]は、設計者が建築士事務所に所属している場合は事務所の所在地を、建築士事務所に所属していない場合は自宅の所在地を記入してください。

９．[ﾎ.業務の依頼元]は、当該設計者が担当した設計業務を依頼した主体に○を付けてください。
　　この場合、書面による契約の有無は問いません。なお、建築主が設計者の場合は、その他の欄に（直営）と記入してください。

10．[ﾍ.担当業務]は、この建築物の設計業務にあたり、実際に担当した業務の範囲を記入してください。（例えば、設備設計の一部、電気工事に係る設計全体を担当した場合は、（電気工事全体）と記入してください。）

11．[ﾄ.備考]は、建築設備士など建築士以外に資格を有する場合にその資格名と登録番号を記入してください。

12．記入欄が不足する場合は、用紙を追加するか、又は別紙に記載してください。
